
   山陽小野田市議会ペーパーレス会議システム導入及び運用業務に 

係るプロポーザル審査について 

 

１ 趣旨 

  山陽小野田市議会では、議会のＩＣＴ化を推進し、議会関連資料など必要

な情報を電子データによって共有するための環境等を整備し、議会運営の効

率化、議会活動の活性化を図るとともに、用紙類や印刷費、作業時間等のコ

スト削減を図りたいと考えています。 

そのために必要となる「ペーパーレス会議システム」については、様々な

事業者から多くのサービスが提供されている状況であり、業務の内容は技術

的・専門的な知識が求められます。 

このような状況の中で、所定の予算内で本市に最適なシステムを導入し、

最少のコストで最大の効果を発揮するため、より優れた技術力を有する事業

者を選定するため、プロポーザル方式による業者選定を行いました。 

 

２ 選定方法 

公募型プロポーザル方式 

 

３ 最高得点者 

キッセイコムテック株式会社 

 

４ プロポーザルの経緯 

参加表明書の提出期限     令和５年 １月 ６日 

第１回審査委員会       令和５年 １月１９日 

企画提案書の提出期限     令和５年 ２月 ３日 

第２回審査委員会       令和５年 ２月１３日 

審査結果及び受託候補者の決定 令和５年 ２月１３日 

 

５ プロポーザル参加事業者 

 ２者 



 

６ 審査方法 

各審査員が審査基準表の審査項目ごとに４段階で採点する方式としました。 

審査員１人当たり、１提案者に対して合計１００点の配点とし、審査員の

採点を集計して、その点数が最上位の者を受託候補者に選定の最上位の者

を受託候補者に選定することとしました。 

なお、候補者として特定されるためには、各審査員の評価点数の平均値が

６０点以上あることを必要としました。 


